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は
じ
め
に

　

か
つ
て
神
野
志
隆
光
氏
は
、『
日
本
書
紀
』「
神
代
紀
」
の
「
一
書
」
に
つ
い
て
、
そ

れ
が
「
注
」
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、「
本
書
」
に
従
属
す
る
も
の
と
捉
え
た（

１
）。

そ
こ

か
ら
「
本
書
」
を
中
心
と
す
る
作
品
論
を
展
開
し
、『
日
本
書
紀
』
は
律
令
国
家
「
日

本
」
が
自
ら
を
「
帝
国
」
と
し
て
自
得
す
る
史
書
で
あ
る
と
い
う
、『
日
本
書
紀
』
全

体
の
統
一
的
作
品
把
握
を
達
成
し
た
の
で
あ
る（

２
）。

　

し
か
し
、「
神
代
紀
」
以
降
の
各
「
天
皇
紀
」
に
も
、
同
じ
よ
う
な
「
注
」
と
目
さ

れ
る
も
の
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
触
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。「
天
皇
紀
」

に
記
載
さ
れ
る
「
注
」
も
、「
神
代
紀
」
の
「
一
書
」
と
同
様
に
「
注
」
で
あ
る
な
ら

ば
、「
天
皇
紀
」
の
「
本
書
」
と
の
関
係
を
も
含
め
て
、『
日
本
書
紀
』
全
体
の
統
一
的

な
作
品
把
握
の
中
で
、
そ
の
「
注
」
を
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
上
で
、

な
お
『
日
本
書
紀
』
が
「
日
本
」
自
ら
を
「
帝
国
」
と
し
て
確
証
す
る
史
書
と
し
て
読

解
で
き
る
の
か
を
検
証
す
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、「
天
皇
紀
」
に
記
載
さ
れ
る
「
注
」
を
対
象
と
し
、
ひ
と
ま
ず
「
神
代
紀
」

と
「
天
皇
紀
」
を
分
け
て
考
察
し
、
し
か
る
後
に
、『
日
本
書
紀
』
の
全
体
的
な
作
品

論
を
補
足
す
る
展
望
を
掲
げ
て
み
た
い
。
神
野
志
氏
が
拓
い
た
、
陰
陽
論
に
よ
る
世
界

生
成
を
語
り
出
し
と
す
る
『
日
本
書
紀
』
が
、「
天
皇
紀
」
の
「
注
」
を
検
討
す
る
こ

と
に
よ
り
、「
神
代
紀
」
の
み
な
ら
ず
『
日
本
書
紀
』
全
体
を
も
覆
っ
て
い
る
と
い
う

作
品
像
を
、
そ
こ
に
見
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
た
め
で
あ
る
。
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１
、「
神
代
紀
」
の
「
一
書
」
と
「
天
皇
紀
」
の
「
注
」

　

ま
ず
、
本
稿
に
お
け
る
『
日
本
書
紀
』「
天
皇
紀
」
に
お
け
る
「
注
」
と
は
何
か
、

に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

　

そ
の
際
、
一
旦
、「
神
代
紀
」
と
、
以
降
の
「
天
皇
紀
」
を
分
け
て
考
え
る
こ
と
に

し
た
い
。
と
い
う
の
は
、「
神
代
紀
」
の
「
注
」、
す
な
わ
ち
「
一
書
」
は
、
最
大
で
十

一
部
も
の
「
一
書
」（「
神
代 

上
」
第
五
段
）、
す
な
わ
ち
異
説
を
積
み
重
ね
る
も
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
神
代
紀
」
の
体
裁
は
、「
神
代
紀
」
の
み
の
特
徴
で
あ
っ
た
は

ず
だ
。
以
降
の
神
武
天
皇
か
ら
持
統
天
皇
に
至
る
各
「
天
皇
紀
」
で
は
、「
一
書
」
の

よ
う
に
異
説
を
多
く
重
ね
る
よ
う
な
叙
述
形
態
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ

る
な
ら
ば
、「
神
代
紀
」
の
「
本
書
」
と
「
一
書
」
の
性
質
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の
関
係

性
を
、「
天
皇
紀
」
に
そ
の
ま
ま
敷
衍
す
る
こ
と
は
躊
躇
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず

「
天
皇
紀
」
の
「
注
」
に
つ
い
て
、
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
考
察
対

象
と
な
る
「
注
」
と
は
何
か
、
の
定
義
を
以
下
に
述
べ
る
次
第
で
あ
る
。

　

あ
ら
か
じ
め
述
べ
て
し
ま
え
ば
、
本
稿
で
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
「
天
皇
紀
」
の

「
注
」
と
は
、『
魏
志
』
や
『
百
済
本
記
』
な
ど
、
具
体
的
な
書
名
を
提
示
し
た
上
で

掲
載
さ
れ
る
「
異
説
併
記
」
を
指
す
。
以
下
に
説
明
し
て
い
こ
う
。

　

こ
れ
ま
で
、「
天
皇
紀
」
に
表
れ
た
「
注
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ
れ
が
『
日
本
書
紀
』

編
纂
当
時
か
ら
あ
っ
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
後
世
の
史
家
た
ち
が
書
き
入
れ
た
も
の
な

の
か
、
す
な
わ
ち
、
自
注
か
後
注
か
の
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。
か
つ
て
、
岩
橋
小
彌
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代
表
と
す
る
よ
う
な
、「
異
説
併
記
」
の
機
能
を
も
っ
た
文
章
に
も
注
目
さ
れ
る
。
か

つ
て
神
野
志
氏
は
こ
の
「
一
書
」
を
「
注
」
と
し
て
位
置
づ
け
た
。「
神
代
紀
」
以
降

に
も
こ
の
よ
う
な
「
異
説
併
記
」
は
叙
述
さ
れ
る
。
先
に
、
神
野
志
論
は
「
天
皇
紀
」

の
「
注
」
は
論
じ
な
か
っ
た
と
述
べ
た
が
、
正
確
に
は
こ
の
こ
と
で
あ
る
。「
神
代
紀
」

の
「
一
書
」
と
機
能
を
等
し
く
す
る
と
お
ぼ
し
き
「
異
説
併
記
」
機
能
を
「
天
皇
紀
」

も
ま
た
「
注
」
と
し
て
備
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
こ
が
論
述
さ
れ
て
い
な
い

点
が
、
遺
漏
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

「
神
代
紀
」
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
ろ
、「
天
皇
紀
」
に
も
ま
た
、「
一
書
曰
く
」
な
ど

と
い
う
形
式
が
見
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
そ
の
他
に
も
、「
或
本
曰
」・「
一
云
」・「
或
云
」

な
ど
と
い
う
、「
異
説
併
記
」
を
示
す
形
式
を
見
る
。
そ
れ
ら
を
「
天
皇
紀
」
の
「
注
」

で
あ
る
と
想
定
し
た
い
。

　

そ
の
際
、
全
体
的
に
見
て
、「
天
皇
紀
」
に
お
い
て
「
本
書
」
と
は
異
な
る
説
を
載

せ
る
「
異
説
併
記
」
の
方
法
は
、
大
き
く
三
種
に
分
類
で
き
る
。
今
、
一
覧
に
す
る
と
、

以
下
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。

Ⅰ
「
亦
」「
更
」
な
ど
、
別
の
「
書
物
」
か
ら
の
引
用
を
示
さ
な
い

�

→　

引
用
を
持
た
な
い
「
異
説
併
記
」

Ⅱ
「
一
書
云0

」「
或
本
曰0

」
な
ど
、
別
の
「
書
物
」
か
ら
の
引
用
を
示
す

�

→　

書
名
が
な
い
引
用
「
異
説
併
記
」

Ⅲ
「『
百
済
記

0

0

0

』
曰
」
な
ど
、
具
体
的
書
名
を
明
示
し
て
の
引
用
を
示
す

�

→　

書
名
が
あ
る
引
用
「
異
説
併
記
」

細
字
双
書

大
字

Ⅰ　

引
用
を
持
た
な
い
「
異
説
併
記
」

88

７

Ⅱ　

書
名
が
な
い
引
用
「
異
説
併
記
」

194

７

Ⅲ　

書
名
が
あ
る
引
用
「
異
説
併
記
」

40

０

太
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
、
い
わ
ば
「
後
注
」
論
は
、
そ
の
後
、
坂
本
太
郎
・
中
村
啓

信
・
小
島
憲
之
ら
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
、
現
在
で
は
、
こ
れ
を
自
注
と
捉
え
る
こ
と
に

異
論
は
な
い（

３
）。

　

た
だ
し
、
そ
の
「
天
皇
紀
」
の
「
注
」
と
い
う
も
の
が
、『
日
本
書
紀
』
の
中
の
何

を
指
す
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
日
本
書
紀
』
に
は
、

そ
の
機
能
か
ら
伺
う
に
、
多
種
多
様
な
「
注
」
的
機
能
を
持
っ
た
文
章
が
現
れ
る
。
そ

れ
は
、
訓
注
・
語
義
解
説
・
事
実
敷
衍
・
異
説
併
記
な
ど
多
岐
に
渡
る（

４
）。

　

一
般
に
「
注
」
と
い
え
ば
、「
本
書
」
を
解
説
す
る
も
の
を
言
お
う
が
、
そ
れ
で
は

曖
昧
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
垂
仁
紀
」
の
以
下
の
記
事
を
挙
げ
て
お
こ
う（

５
）。

　
　

①�

故
受
二
其
匕
首
一
、
独
無
レ
所
レ
蔵
、
以
著
二
衣
中
一
。
遂
有
二
諌
レ
兄
之
情
一
歟
。

　
　

（�

故
、
其
の
匕
首
を
受
り
て
、
独
り
蔵
す
所
無
し
。
以
て
衣
中
に
著
け
り
。
遂
に

兄
を
諌
む
る
の
情
有
す
か
。）

　

狭
穂
姫
皇
后
が
、
垂
仁
天
皇
を
弑
殺
す
る
た
め
に
受
け
取
っ
た
匕
首
を
、
隠
し
き
れ

る
は
ず
も
な
い
か
ら
、
衣
の
中
に
入
れ
て
お
い
た
、
と
い
う
事
象
に
対
し
て
、
ど
う
し

て
そ
の
よ
う
な
行
為
に
及
ぶ
の
か
を
解
説
ま
た
は
忖
度
し
た
部
分
で
あ
る
。
そ
う
で
あ

り
な
が
ら
、
こ
こ
は
「
本
書
」
で
も
あ
る
。
か
つ
て
、『
集
解
』
は
「
歟
」
字
を
削
り
、

『
通
釈
』
は
傍
線
部
を
削
除
し
た（

６
）。

そ
の
「
注
」
的
機
能
が
、
後
人
の
竄
入
と
判
断
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
注
」
的
機
能
を
も
っ
た
文
章
と
い
う
、「
内
容
」
の
点
で
区
別
し
よ

う
と
す
る
と
、「
本
書
」
と
「
注
」
と
の
区
別
が
曖
昧
に
な
る
。
そ
う
し
た
多
岐
に
わ

た
る
「
注
」
的
機
能
を
持
っ
た
す
べ
て
の
文
を
扱
う
用
意
は
本
稿
に
は
な
い
。
そ
れ
は

『
日
本
書
紀
』
ほ
ぼ
全
文
を
検
討
す
る
こ
と
と
同
義
で
あ
る
た
め
だ
。
さ
り
と
て
、
本

稿
で
訓
注
や
義
注
を
扱
っ
て
も
、
そ
れ
が
「『
日
本
書
紀
』
全
体
の
統
一
的
作
品
読
解
」

に
寄
与
す
る
と
は
考
え
が
た
い
。
訓
注
や
義
注
は
、
そ
れ
自
体
が
ま
ず
「
語
」
に
係
る

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
全
体
的
に
見
る
こ
と
も
、
や
は
り
『
日
本
書
紀
』
全
体
の
語
を

検
討
す
る
ほ
ど
の
労
力
を
強
い
ら
れ
よ
う
。

　

他
方
、『
日
本
書
紀
』
の
「
注
」
と
い
う
点
で
は
、「
神
代
紀
」
の
「
一
書
」
を
そ
の
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し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
三
類
に
分
け
た
場
合
、
以
下
の
問
題
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
神
代
紀
」
の
「
一
書
」
が
、
古
本
に
お
い
て
は
細
字
双
書
の
形
式
を
持
っ
て
い
る
と

い
う
点
で
あ
る
。
大
字
の
「
本
書
」
と
、
形
式
に
お
い
て
異
な
る
と
い
う
点
は
、
神
野

志
論
も
重
視
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
当
然
、「
天
皇
紀
」
に
お
い
て
も
、
本
稿
で
い

う
「
注
」
は
、
細
字
双
書
の
形
式
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
先
に
述

べ
た
「
異
説
併
記
」
の
形
式
に
は
、
大
字
「
本
書
」
の
中
に
も
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
大
字
の
中
に
も
「
異
説
併
記
」
の
機
能
を
有
し
た
文
言
が
存
在
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
た
だ
「
異
説
併
記
」
機
能
を
も
っ
て
そ
れ
を
「
注
」
と
判
定
す
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
本
稿
で
は
、
必
ず
細
字
双
書
で
書
か
れ
る
「
異
説
併
記
」
の
形
式
を
「
注
」

と
し
て
選
別
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

先
の
よ
う
に
三
類
に
分
け
た
と
き
、「
天
皇
紀
」
の
「
異
説
併
記
」
を
数
え
て
み
る

と
、
大
字
で
「
本
書
」
と
し
て
示
さ
れ
る
例
が
、
Ⅰ
・
Ⅱ
に
確
認
さ
れ
る
。「
亦
」
な

ど
で
展
開
さ
れ
る
、
引
用
書
を
示
さ
な
い
「
異
説
併
記
」
の
方
法
は
、
神
や
皇
子
の
別

名
を
挙
げ
る
と
き
に
多
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
例
は
、
大
字
と
細
字
双
書
の
区

別
が
厳
密
で
は
な
い
。
一
割
近
く
が
大
字
で
書
か
れ
得
る
形
式
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

「
或
本
」
な
ど
、
具
体
的
な
書
名
を
記
さ
な
い
「
異
説
併
記
」
の
形
式
に
も
、
同
じ
こ

と
が
言
え
る
。
そ
れ
ほ
ど
頻
出
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
七
例
が
大
字
と
し

て
あ
る
。
つ
ま
り
、
Ⅰ
・
Ⅱ
に
つ
い
て
は
、
時
に
「
本
書
」
に
も
な
り
得
る
し
、
時
に

「
注
」
に
も
な
り
得
る
。
時
に
大
字
に
も
な
り
得
る
し
、
時
に
細
字
双
書
に
も
な
り
得

る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
が
必
ず
「
注
」
で
あ
る
と
―
「
注
」
の
形
式
に
他
な
ら
な
い
と
―

言
い
切
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
稿
で
言
う
と
こ
ろ
の

「
注
」
か
ら
除
外
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
。
例
を
挙
げ
て
確
認
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

ま
ず
、
こ
の
よ
う
な
具
体
的
な
書
名
を
持
た
な
い
「
異
説
併
記
」
が
、「
本
書
」
に

も
見
ら
れ
る
と
い
う
例
は
、「
神
代
紀
」
に
も
あ
る
と
い
う
点
を
確
認
す
る
。

　
　

②
「
神
代
紀
」
第
九
段
「
本
書
」

　
　

�

是
時
、
其
子
事
代
主
神
、
遊
行
在
二
於
出
雲
国
三
穗
〈
三
穗
、
此
云
二
美
保
一
。〉

之
碕
一
。
以
二
釣
魚
一
為
レ
楽
。

　
　

或
曰
、
遊
鳥
為
レ
楽
。

　
　

（�

是
の
時
に
、
其
の
子
事
代
主
神
、
遊
行
き
て
出
雲
国
の
三
穂
〈
三
穂
、
此
に
は

美
保
と
云
ふ
〉
の
碕
に
在
す
。
釣
魚
す
る
を
以
て
楽
と
す
。
或あ

る

い
は
曰
は
く
、

遊
鳥
す
る
を
楽
と
す
と
い
ふ
。）

　

こ
れ
は
、「
事
代
主
神
」
が
「
釣
魚
」
を
「
楽
」
と
す
る
の
に
対
し
て
、
異
な
る
伝

と
し
て
の
「
遊
鳥
」
を
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
或
曰
」
以
下
は
大
字
「
本

書
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
外
形
が
「
本
書
」
で
あ
り
、
内
容
が
「
異
説
併
記
」
で
あ

る
と
い
う
、
曖
昧
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
或
」
が
別
の
「
書
物
」
か
ら
の
引
用
を

指
す
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
曖
昧
な
の
で
あ
る
。
同
じ
「
或
曰
」
で
も
、

そ
れ
が
常
に
別
の
「
書
物
」
か
ら
の
引
用
を
示
す
と
は
限
ら
な
い
例
と
し
て
は
、
た
と

え
ば
、「
天
武
紀 

上
」
の
、
次
の
記
事
が
あ
る
。
天
武
天
皇
が
吉
野
に
隠
遁
し
た
際
の

記
事
で
あ
る
。

　
　

③
「
天
武
紀 

上
」
即
位
前
紀

　
　

�

壬
午
、
入
二
吉
野
宮
一
。（
中
略
） 

自
二
菟
道
一
返
焉
。
或
曰
、
虎
着
レ
翼
放
之
。
是

夕
、
御
二
嶋
宮
一
。

　
　

�

（
壬
午
に
、
吉
野
宮
に
入
り
た
ま
ふ
。（
中
略
）
菟
道
よ
り
返
る
。
或
の
曰
は
く
、

「
虎
に
翼
を
着
け
て
放
て
り
」
と
い
ふ
。
是
の
夕
に
、
嶋
宮
に
御
し
ま
す
。）

　

こ
れ
は
、
匿
名
の
人
物
の
「
発
言
」
と
み
ら
れ
、「
異
説
併
記
」
と
は
か
け
離
れ
た

も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
別
の
書
物
か
ら
引
用
し
た
「
異
説
併
記
」
で
あ
る
と
言
い
切

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
さ
り
と
て
、
先
の
②
が
、
別
の
「
書
物
」
か
ら
の
引

用
で
は
決
し
て
な
い
、
と
も
言
い
切
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、

続
く
「
一
書
第
一
」
に
、「（
大
己
貴
神
が
）
対
へ
て
曰
さ
く
、「
吾
が
児
事
代
主
、
射
鳥

遨
遊
し
て
、
三
津
の
碕
に
在
り
」」
と
あ
る
こ
と
に
よ
れ
ば
、「
0神

代
紀

0

0

0

」0

が0

語
る
と
こ

0

0

0

0

ろ
の
別
の

0

0

0

0

「
書
物
」
に
異
説
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

「
Ⅱ
」
に
分
類
し
て
は
い
る
が
、
正
確
に
は
、「
Ⅰ
」
と
「
Ⅱ
」
の
境
界
線
上
に
あ
り
、

「
本
書
」
と
「
注
」
の
境
界
線
上
に
あ
る
、
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
が
②
な
の
で

あ
る
。
そ
れ
が
確
か
に
「
注
」
で
あ
る
と
確
定
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
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⑤
「
垂
仁
紀
」
二
十
三
年
冬
十
月
条

　
　

�

時
湯
河
板
挙
、
遠
望
二
鵠
飛
之
方
一
、
追
尋
詣
二
出
雲
一
而
捕
獲
。
或
曰
、
得
二
于

但
馬
国
一
。

　
　

（�

時
に
湯
河
板
挙
、
遠
く
鵠
の
飛
び
し
方
を
望
み
て
、
追
ひ
尋
ぎ
て
出
雲
に
詣
り

て
、
捕
獲
へ
つ
。
或

あ
る
ひ
との

曰
は
く
、「
但
馬
国
に
得
つ
」
と
い
ふ
。）

　

こ
れ
な
ど
も
、「
或
人
」
の
匿
名
的
「
発
言
」
と
取
れ
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、「
記

に
は
、（
中
略
）、
和
那
美
の
水
門
に
網
を
張
っ
て
捕
え
た
と
あ
る
。
延
喜
神
名
式
に
但

馬
国
養
父
郡
に
和
奈
美
神
社
が
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に（

７
）、「

鵠
」
を
捕
え
た
場
所

が
「
出
雲
」
と
「
但
馬
」
と
で
異
な
る
説
が
あ
り
、『
古
事
記
』
を
見
れ
ば
但
馬
国
と

考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、「
異
説
併
記
」（
Ⅱ
）
と
も
採
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

新
全
集
頭
注
は
「
異
伝
」
と
捉
え
、「
或あ

る

い
は
」
と
訓
ん
で
い
る（

８
）。

つ
ま
り
、「
Ⅱ
」
は
、

時
に
解
釈
に
依
存
し
て
し
ま
う
形
式
な
の
で
あ
る
。

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、「
Ⅰ
」・「
Ⅱ
」
に
つ
い
て
は
、
書
物
を
引
用
す
る
異
説
併

記
と
も
言
え
る
し
、
書
物
を
引
用
し
な
い
異
説
併
記
と
も
い
え
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、

時
に
「
本
書
」
に
も
な
り
得
る
し
、
時
に
「
注
」
に
も
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

が
必
ず
「
注
」
で
あ
る
と
―
「
注
」
の
形
式
に
他
な
ら
な
い
と
―
形
の
上
で
も
明
示
さ

れ
る
も
の
と
は
、
言
い
切
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
外
形
的
に
も
、
必

ず
そ
れ
が
「
注
」
の
形
式
で
あ
る
と
示
さ
れ
る
の
は
「
Ⅲ
」
に
限
る
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
内
容
が
必
ず
「
注
」
で
あ
る
と
―
「
神
代
紀
」
の
「
一
書
」
と
等
し
く
―
外
形

的
に
も
示
さ
れ
る
例
と
し
て
は
、「
Ⅲ
」
の
「
異
説
併
記
」
の
形
に
限
ら
れ
る
の
だ
。

　

す
る
と
、
残
る
の
は
、
具
体
的
な
書
名
を
挙
げ
て
異
説
を
併
記
す
る
も
の
に
限
ら
れ

る
。『
魏
志
』
や
『
百
済
本
記
』
な
ど
と
い
う
、
具
体
的
な
書
名
を
挙
げ
る
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
か
つ
て
毛
利
正
守
氏
も
、
こ
れ
を
「
注
」
と
見
て
、『
日
本
書
紀
』
に
お

い
て
は
対
外
記
事
を
挙
げ
る
際
に
こ
の
よ
う
な
書
名
を
も
っ
た
引
用
を
行
う
と
述
べ
た

こ
と
が
あ
る（

９
）。

本
稿
も
ま
た
、「
天
皇
紀
」
の
「
注
」
と
し
て
、
こ
の
「
Ⅲ
」、「
具
体
的

な
書
名
を
挙
げ
て
引
用
す
る
異
説
併
記
」
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
そ
の
際
、「
異
説
併
記
」
と
い
う
も
の
が
何
を
意
味
す
る
の
か
、
す
な
わ

ち
「
異
説
併
記
」
の
機
能
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
中
国
の
史

　

こ
の
こ
と
は
、
以
降
の
「
天
皇
紀
」
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の

よ
う
な
例
は
『
日
本
書
紀
』
全
体
に
関
わ
る
形
式
な
の
で
あ
る
。

　
　

④�
「
神
武
即
位
前
紀
」
己
未
年
春
二
月
条
（
橿
原
の
地
名
起
源
と
し
て
。〈
〉
内
細

字
双
書
）

　
　

�

夫
磐
余
之
地
旧
名
片
居
〈
片
居
、
此
云
二
伽
哆
韋
一
。〉
亦
曰
二
片
立
一
〈
片
立
、

此
云
二
伽
哆
哆
知
一
。〉
逮
二
我
皇
師
之
破
一
レ
虜
也
、
大
軍
集
而
満
二
於
其
地
一
。

因
改
号
為
二
磐
余
一
。
或
曰
、
天
皇
徃
嘗
二
厳
瓮
粮
一
、
出
レ
軍
西
征
。
是
時
、
磯

城
八
十
梟
帥
、
於
二
彼
処
一
屯
聚
居
之
〈
屯
聚
居
、
此
云
二
怡
波
瀰
萎
一
。〉
果
与
二

天
皇
一
大
戦
。
遂
為
二
皇
師
一
所
滅
。
故
名
之
曰
二
磐
余
邑
一
。

　
ａ�　

夫
れ
磐
余
の
地
の
旧
の
名
は
片
居
。〈
片
居
、
此
に
は
伽
哆
韋
と
云
ふ
〉
亦
は

片
立
と
曰
ふ
。〈
片
立
、
此
に
は
伽
哆
哆
知
と
云
ふ
〉
我
が
皇
師
の
虜
を
破
る
に

逮
り
て
、
大
軍
集
ひ
て
其
の
地
に
満い

は

め
り
。
因
り
て
改
め
て
号
け
て
磐
余
と
す
。

　

ｂ�　

或
あ
る
ひ
との

曰
は
く
、
天
皇
往
厳
瓮
の
粮
を
嘗
り
た
ま
ひ
て
、
軍
を
出
し
て
西
を
征
ち

た
ま
ふ
。
是
の
時
に
、
磯
城
の
八
十
梟
帥
、
彼
処
に
屯い

は聚
み
居
た
り
。〈
屯
聚
居
、

此
に
は
怡
波
瀰
萎
と
云
ふ
〉
果
し
て
天
皇
と
大
き
に
戦
ふ
。
遂
に
皇
師
の
為
に
滅

さ
る
。
故
、
名
け
て
磐
余
邑
と
曰
ふ
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
ａ
」・「
ｂ
」
と
、
同
じ
「
磐
余
」
の
地
名
起
源
と
し
て
、
二
つ
の

異
な
る
説
を
挙
げ
る
。
こ
の
よ
う
な
叙
述
は
、「
異
説
併
記
」
と
し
て
適
当
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
が
「
本
書
」
に
掲
載
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、「
或
」
字
の
み
で
は
、「
或

人
」
と
い
う
匿
名
者
の
「
発
言
」
と
し
て
記
載
さ
れ
る
も
の
と
判
断
す
る
こ
と
も
で
き

よ
う
。
そ
れ
が
別
の
「
書
物
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
い
う
確
信
を
持
ち
得
な
い
の
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
訓
で
「
あ
る
ひ
と
」
と
訓
む
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。「
書
物
」

か
ら
の
引
用
を
示
さ
な
い
場
合
は
、
具
体
的
な
書
名
を
も
た
な
い
「
異
説
併
記
」（
Ⅱ
）

と
は
異
な
り
、
書
名
を
も
た
な
い
「
異
説
併
記
」（
Ⅰ
）
に
数
え
る
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
、「
Ⅰ
」
も
「
Ⅱ
」
も
、
い
ず
れ
も
、
時
に
「
本
書
」
と
も
な
り
、
時
に
「
注
」

と
も
な
る
、
曖
昧
な
形
式
な
の
で
あ
る
。
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で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
「
津
守
連
」
の
こ
と
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
の
は
、
五

年
二
月
の
「
百
済
本
記
」
の
「
注
」
を
経
由
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

「
本
書
」
が
「
注
」
に
よ
る
叙
述
を
前
提
と
し
て
展
開
し
て
い
る
事
例
が
あ
る
場
合
、

そ
れ
は
自
注
と
し
て
も
と
も
と
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
理
解
を
坂
本
論
が
示
し

た
こ
と
は
、
本
稿
が
い
う
具
体
的
な
書
名
を
も
つ
「
注
」
に
お
い
て
も
等
し
い
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
既
に
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
例
で
あ
る
が
、「
神
功
皇
后
紀
」
も
挙
げ
て
お

き
た
い（

（1
（

。

　

本
書

　

注

三
十
九
年
。
是
年
太
歳
己
未
。
魏
志
に
云
は
く
、「
明
帝
の
景
初
三
年
六
月
に
、
倭
の
女
王
、
大
夫
難
斗

米
等
を
遣
し
て
、
郡
に
詣
り
て
、
天
子
に
詣
り
朝
献
せ
む
こ
と
を
求
む
。

太
守
鄧
夏
、
吏
を
遣
し
て
将
送
り
、
京
都
に
詣
ら
し
む
」
と
い
ふ
。

四
十
年
。

魏
志
に
云
は
く
、「
正
始
元
年
に
、
建
忠
校
尉
梯
携
等
を
遣
し
、
詔
書
・

印
綬
を
奉
り
て
、
倭
国
に
詣
ら
し
む
」
と
い
ふ
。

四
十
三
年
。

魏
志
に
云
は
く
、「
正
始
四
年
に
、
倭
王
、
復
使
の
大
夫
伊
声
者
・
掖
耶

約
等
八
人
を
遣
し
て
上
献
す
」
と
い
ふ
。

六
十
六
年
。

是
年
、
晋
の
武
帝
の
泰
初
二
年
な
り
。
晋
の
起
居
注
に
云
は
く
、「
武

帝
の
泰
初
二
年
十
月
に
、
倭
の
女
王
、
訳
を
重
ね
て
貢
献
せ
し
む
」
と

い
ふ
。

　

こ
こ
は
、「
注
」
が
な
け
れ
ば
、
年
号
の
み
の
記
述
と
な
る
。
年
号
の
み
の
記
述
は

史
書
と
し
て
成
り
立
ち
難
い
も
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
注
」
を
無
視
し
て
「
本
書
」

の
み
を
読
む
と
、「
三
十
九
年
是
年
太
歳
己
未
四
十
年
四
十
三
年
」
と
な
る
の
で
あ
る
。

「
四
十
年
」
と
い
う
「
本
書
」
が
有
効
に
機
能
す
る
の
は
、「
注
」
の
読
解
を
経
由
す

る
場
合
に
限
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
注
」
が
、『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
採
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
有

効
に
働
く
の
は
、
そ
れ
が
『
日
本
書
紀
』
独
自
の
も
の
で
は
な
く
、
中
国
の
史
書
に
そ

の
先
例
が
あ
る
た
め
で
あ
る
、
と
い
う
の
は
、
既
に
指
摘
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る（

（1
（

。

　

そ
も
そ
も
、
史
書
に
「
注
」
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
日
本
書
紀
』
が
参
考
と

し
た
中
国
史
書
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。『
史
記
』
裴
駰
集
解
・『
漢
書
』
顔
師
古
注
・

書
に
先
例
が
あ
る
方
法
な
の
だ
と
い
う
こ
と
も
併
せ
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
　

２
、「
伝
疑
」
の
史
書
で
あ
る
た
め
に

　

ま
ず
、「
天
皇
紀
」
の
「
異
説
併
記
」
は
、
異
説
を
掲
出
す
る
も
の
な
の
だ
が
、
同

時
に
、
そ
の
異
説
を
無
視
し
て
「
本
書
」
の
み
を
読
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と

し
て
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
単
に
異
説
を
並
べ
る
だ
け
、
参
考
と
し
て

掲
載
す
る
だ
け
、
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、「
本
書
」
の
読
解
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と

し
て
あ
る
の
だ
。
か
つ
て
坂
本
太
郎
氏
が
、
自
注
か
後
注
か
と
い
う
議
論
に
お
い
て
、

こ
の
よ
う
な
、「
注
」
が
な
け
れ
ば
「
本
書
」
を
整
合
的
に
理
解
で
き
な
い
と
い
う
点

に
注
目
し
て
自
注
論
を
展
開
し
た
こ
と
が
思
い
起
こ
さ
れ
る（

（1
（

。
実
際
、
坂
本
論
は
、

「
注
」
を
あ
ま
り
限
定
せ
ず
に
こ
の
論
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
が
、
本
稿
が
い
う

「
注
」
に
お
い
て
も
、
そ
れ
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
、
ま
ず
述
べ
て
お
こ
う
。

　

次
の
記
事
は
、「
欽
明
紀
」
四
年
か
ら
五
年
に
か
け
て
の
記
事
で
あ
る
。

　

本
書

　

注

（
欽
明
紀
四
年
十
一
月
）

津
守
連
を
遣
し
て
、
百
済
に
詔
し
て
曰
は
く
、

　
　
　

（
欽
明
紀
五
年
二
月
）

又
津
守
連
、
日
本
よ
り
来
り
て
、

　
　
　

（
欽
明
紀
五
年
三
月
）

故
、
己
麻
奴
跪
を
留
め
て
、

百
済
本
記
に
云
は
く
、『
津
守
連
己
麻
奴
跪
』と

い
ふ
。

蓋
し
是
津
守
連
な
り
。

　

こ
こ
は
、
任
那
再
建
を
督
促
す
る
欽
明
天
皇
の
詔
書
を
も
っ
て
百
済
を
訪
れ
た
津
守

連
が
、
百
済
聖
明
王
に
よ
っ
て
百
済
国
内
に
留
め
置
か
れ
る
場
面
で
あ
る
。「
本
書
」

だ
け
を
読
ん
で
い
く
と
、
欽
明
五
年
三
月
の
「
己
麻
奴
跪
」
が
誰
の
こ
と
な
の
か
理
解
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て
、
以
て
異
聞
に
備
ふ
」
と
し
て
、「
異
説
」
を
併
記
し
た
旨
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。

陳
寿
が
削
っ
た
史
伝
・
異
説
を
、
裴
松
之
は
集
め
て
併
記
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
掲

載
し
た
「
異
説
」
が
、
た
と
え
互
い
に
矛
盾
し
た
内
容
で
あ
っ
て
も
、
並
べ
て
掲
載
し

た
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。『
日
本
書
紀
』
は
、
こ
れ
を
例
に
と
っ
て
施
注
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、『
三
国
志
注
』
の
み
、
と
限
定
す
べ
き
で
は
な
い
。

　

と
い
う
の
は
、
こ
の
よ
う
な
史
書
に
対
す
る
「
異
説
併
記
」
の
在
り
方
は
、『
漢
書

顔
師
古
注
』
に
も
見
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
実
際
は
、『
漢
書
顔
師
古
注
』
は
、『
三
国

志
注
』
と
は
体
裁
を
大
き
く
異
に
す
る
が
、「
注
」
を
施
す
そ
の
姿
勢
に
お
い
て
は
、

共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。
以
下
の
、『
漢
書
顔
師
古
注
』
の
「
叙
例
」
で
あ
る
。

　
　

⑦
『
漢
書
』
顔
師
古
注
（
叙
例（

（1
（

）

　
　

�

漢
書
旧
文
多
有
二
古
字
一
、
解
説
之
後
屢
経
二
遷
易
一
。
後
人
習
読
、
以
レ
意
刊
改
、

伝
写
既
多
、
弥
更
浅
俗
。
今
則
曲

―二
覈
古
本
一
、
帰
二
其
真
正
一
。
一
往
難
レ
識
者
、

皆
従
而
釈
レ
之
。

　
　

（�

漢
書
は
旧
文
な
れ
ば
、
多
く
古
字
あ
り
。
解
説
の
後
、
屢
ば
遷
易
を
経
た
り
。

後
人
習
読
し
、
意
を
以
て
刊
改
し
、
伝
写
既
に
多
く
、
弥
よ
更
に
浅
俗
た
り
。

今
、
則
ち
古
本
を
曲
覈
し
、
其
の
真
正
に
帰
す
。
一
往
に
識
り
難
き
は
、
皆
従

ひ
て
之
を
釈
す
。）

　

『
漢
書
』
は
「
異
説
」
で
は
な
く
、「
古
字
」
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、
そ
れ
で
も
、

正
し
い
「
字
」
が
判
明
し
な
い
場
合
は
、
や
は
り
皆
掲
出
す
る
と
い
う
方
針
を
示
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、『
三
国
志
注
』
も
『
漢
書
顔
師
古
注
』
も
、
ど
ち
ら
も
「
疑
わ
し

い
も
の
は
、
そ
れ
を
敢
え
て
決
定
せ
ず
に
、
併
記
す
る
」
と
い
う
方
針
に
お
い
て
共
通

す
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
あ
る
い
は
中
国
史
書
の
「
注
」
の
伝
統
に
は
、

そ
の
よ
う
な
方
針
が
共
通
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
可
能
性
が
浮
上
し
て
く
る
。

も
し
そ
の
よ
う
な
伝
統
が
あ
る
な
ら
ば
、『
日
本
書
紀
』
も
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
る

可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。

　

史
書
に
「
異
説
」
を
併
記
す
る
と
い
う
方
針
は
、
い
わ
ゆ
る
「
紀
伝
体
」
の
祖
で
あ

る
司
馬
遷
の
『
史
記
』
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。『
史
記
』「
三
代
世
表
」
の
「
太
史
公

『
三
国
志
』
裴
松
之
注
と
、『
日
本
書
紀
』
編
述
者
が
参
照
し
た
中
国
史
書
に
は
、
そ

れ
が
後
注
で
あ
れ
、「
注
」
つ
き
の
史
書
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

「
神
代
紀
」
の
「
一
書
」
の
羅
列
に
つ
い
て
、『
釈
日
本
紀
』
の
解
題
は
、「
是
則
裴

松
之
三
国
志
注
例
也
」
と
し
て
、
裴
松
之
『
三
国
志
注
』
を
想
起
し
て
い
る（

（1
（

。「
神
代

紀
」
の
「
一
書
」
羅
列
の
在
り
方
は
、
中
国
史
書
の
在
り
方
を
想
起
さ
せ
得
る
も
の
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
、『
日
本
書
紀
』
周
辺
を
め
ぐ
る
要
素
も
、
こ
こ
で
は

無
視
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。「
異
説
」
を
掲
出
す
る
た
め
に
具
体
的
な
書
名
を
挙
げ
て

他
書
を
引
用
す
る
と
い
う
形
式
は
、
お
そ
ら
く
『
三
国
志
注
』
に
拠
る
も
の
と
い
う
指

摘
は
、
遠
藤
慶
太
氏
に
よ
っ
て
「
分
註
で
異
説
を
引
用
す
る
の
は
、『
日
本
書
紀
』
独

自
に
作
り
出
し
た
史
書
の
形
式
で
は
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る（

（1
（

。

　
　

⑥
裴
松
之
「
上
三
国
志
注
表（

（1
（

」

　
　

�

臣
前
被
レ
詔
、
使
下
采
二
三
国
異
同
一
以
注
中
陳
寿
国
志
上
。
寿
書
銓
敘
可
レ
観
、
事

多
二
審
正
一
。
誠
遊
覽
之
苑
囿
、
近
世
之
嘉
史
。
然
失
在
二
于
略
一
、
時
有
レ
所
二
脱

漏
一
。
臣
奉
レ
旨
尋
レ
詳
、
務
在
二
周
悉
一
。
上
捜
二
旧
聞
一
、
傍
摭
二
遺
逸
一
。
按
三

国
雖
二
歴
レ
年
不
一
レ
遠
、
而
事
関
二
漢
・
晋
一
。
首
尾
所
レ
渉
、
出
入
百
載
。
注
記

紛
錯
、
毎
多
舛
互
。
其
寿
所
レ
不
レ
載
、
事
宜
レ
存
二
録
者
一
、
則
罔
レ
不
レ
畢
レ
取

以
補
二
其
闕
一
。
或
同
説
二
一
事
一
而
辞
有
二
乖
雑
一
、
或
出
二
事
本
異
一
、
疑
不
レ
能

レ
判
、
並
皆
抄
レ
内
以
備
二
異
聞
一
。
若
乃
紕
繆
顯
然
、
言
不
レ
附
レ
理
、
則
隨
レ
違

矯
レ
正
以
懲
二
其
妄
一
、
其
時
事
当
否
及
寿
之
小
失
、
頗
以
二
愚
意
一
有
レ
所
二
論
辯

一
。
自
レ
就
二
撰
集
一
、
已
垂
二
期
月
一
。
写
校
始
訖
、
謹
封
上
呈
。

　

こ
こ
は
、
裴
松
之
が
、
陳
寿
の
『
三
国
志
』
に
対
し
て
傍
線
部
「
失
は
略
に
在
り
」

と
述
べ
る
部
分
で
あ
る
。
裴
松
之
は
陳
寿
の
『
三
国
志
』
を
称
讃
す
る
。
し
か
し
、
そ

の
一
方
で
、
寿
書
の
簡
略
さ
を
難
点
と
し
、
寿
に
よ
っ
て
捨
象
さ
れ
た
多
く
の
異
聞
が
、

今
後
失
わ
れ
て
い
く
と
い
う
可
能
性
を
危
惧
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
裴
松
之
は

多
く
の
書
物
か
ら
異
聞
を
集
め
、
も
し
も
書
物
と
書
物
と
の
間
に
矛
盾
す
る
よ
う
な
歴

史
記
述
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
「
或
は
同
じ
く
一
事
を
説
き
て
辞
に
乖
離
あ
り
、
或
は

事
の
本
異
を
出
し
、
疑
ふ
ら
く
は
判
ず
る
こ
と
能
は
ざ
る
は
、
並
び
に
皆
、
内
に
抄
し
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い
わ
ば
「
伝
疑
の
立
場
」
で
あ
り
、
司
馬
遷
は
そ
の
祖
を
孔
子
に
求
め
る
の
で
あ
る
。

以
来
、
東
ア
ジ
ア
の
史
書
の
「
祖
型
」
と
し
て
在
り
続
け
る
『
史
記
』
の
こ
の
よ
う
な

「
伝
疑
の
立
場
」
は
、
以
降
の
史
書
に
も
継
承
さ
れ
た
と
い
う
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
す
な
わ
ち
、『
三
国
志
』
裴
松
之
注
は
、
ま
さ
に
「
伝
疑
の
立
場
」
に
た
た
な
い

陳
寿
『
三
国
志
』
を
「
失
」
と
捉
え
た
し
、
顔
師
古
も
古
字
に
対
し
て
で
は
あ
る
が
そ

れ
に
倣
う
、
と
い
う
継
承
の
在
り
方
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、『
三
国
志
注
』
を
倣
っ
て
「
注
」
を
施
す
『
日
本
書
紀
』

に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
そ
れ

を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
が
、
こ
こ
ま
で
で
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、「
天

皇
紀
」
の
「
異
説
併
記
」
の
機
能
と
は
、「
伝
疑
」、
す
な
わ
ち
、
い
ず
れ
が
正
し
い
説

な
の
か
判
断
困
難
で
あ
る
が
、
さ
り
と
て
片
方
を
捨
て
去
れ
ば
永
遠
に
資
料
と
し
て
失

わ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
危
惧
へ
の
対
策
と
い
う
機
能
を
持
つ
も
の
な
の
で
あ
る
。「
注
」

の
内
容
こ
そ
第
一
義
だ
が
、
そ
れ
と
同
様
に
、
ま
ず
は
史
書
の
「
注
」
の
形
式
と
し
て

「
伝
疑
」
の
「
異
説
併
記
」
は
あ
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
、
次
の
考
察
に

進
ん
で
い
き
た
い
。

　
　

３
、『
日
本
書
紀
』
主
題
へ
と
及
ぶ
「
伝
疑
の
立
場
」

　

「
斉
明
紀
」
六
年
冬
十
月
条
に
、
以
下
の
記
事
が
あ
る
。

　
　

⑨
本
書　

�

冬
十
月
、
百
済
佐
平
鬼
室
福
信
、
遣
二
佐
平
貴
智
等
一
、
来
献
二
唐
俘
一

百
余
人
一
。
今
美
濃
国
不
破
・
片
県
二
郡
唐
人
等
也
。

　
　
　
　
　

（�

冬
十
月
に
、
百
済
の
佐
平
鬼
室
福
信
、
佐
平
貴
智
等
を
遣
し
て
、
来
て

唐
俘
一
百
余
人
を
献
る
。
今
の
美
濃
国
の
不
破
・
片
県
二
郡
の
唐
人
等

な
り
。）

　

こ
れ
は
、
唐
の
捕
虜
を
連
行
し
、
美
濃
国
に
住
ま
わ
せ
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
以
下
の
「
注
」
は
異
説
を
併
記
す
る
も
の
で
あ
る
。「
斉
明
紀
」
七
年

十
一
月
条
で
あ
る
。

自
序
」
に
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

⑧
『
史
記
』「
三
代
世
表
・
太
史
公
自
序（

（1
（

」

　
　

�
太
史
公
曰
、
五
帝
三
代
之
記
、
尚
矣
。
自
レ
殷
以
前
、
諸
侯
不
レ
可
二
得
而
譜
一
。

周
以
来
乃
頗
可
レ
著
。
孔
子
因
二
史
文
一
次
二
春
秋
一
、
紀
二
元
年
一
正
二
時
日
月
一
。

蓋
其
詳
哉
。
至
三
於
序
二
尚
書
一
則
略
無
二
年
月
一
。
或
頗
有
。
然
多
レ
闕
不
レ
可
レ

録
。
故
疑
則
伝
レ
疑
。
蓋
其
慎
也
。

　
　

（�

太
史
公
曰
く
、
五
帝
三
代
の
記
す
や
尚
し
。
殷
よ
り
以
前
は
、
諸
侯
、
得
て
譜

す
べ
か
ら
ず
。
周
以
来
は
乃
ち
頗
る
著
わ
す
べ
し
。
孔
子
、
史
文
に
因
り
て
春

秋
を
次
し
、
元
年
を
紀
し
、
時
日
月
を
正
す
。
蓋
し
そ
の
詳
ら
か
な
る
か
な
。

尚
書
を
序
す
る
に
至
っ
て
は
則
ち
略
ぼ
年
月
な
し
。
或
い
は
頗
る
有
り
。
然
ら

ば
闕
く
こ
と
多
き
は
録
す
べ
か
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
故
に
疑
は
則
ち
疑
を
伝
う
。

蓋
し
そ
の
慎
し
む
な
り
。）

　

か
つ
て
孔
子
が
『
春
秋
』
を
著
わ
し
、『
尚
書
』
を
整
理
し
た
と
き
、「
疑
は
則
ち
疑

と
し
て
伝
」
え
た
こ
と
を
司
馬
遷
は
指
摘
し
、
以
下
の
「
三
代
世
表
」
も
そ
れ
に
倣
う

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

　
　

�

資
料
に
は
一
つ
の
歴
史
事
象
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
比
較
す
べ
き
も
の
が
あ
る

場
合
、
あ
る
い
は
一
種
類
の
資
料
、
あ
る
い
は
一
つ
の
系
統
に
属
す
る
資
料
し
か

存
在
し
な
い
場
合
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
あ
る
い
は
記
載
内
容
は
疑
わ
し
い

が
、
そ
れ
に
代
わ
る
べ
き
資
料
が
な
い
場
合
も
あ
り
得
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、

さ
き
の
雅
馴
あ
る
い
は
古
文
文
献
と
い
う
尺
度
で
取
捨
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る

が
、
し
か
し
何
ら
か
の
か
た
ち
で
保
存
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
永
久
に
消
滅
し
て

し
ま
う
恐
れ
の
あ
る
貴
重
な
伝
説
資
料
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
資
料
に
は
何
ら
か

の
特
別
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
疑
わ
し
い
も
の
は
疑
わ

し
い
な
り
に
記
録
し
て
お
く
の
も
一
つ
の
見
識
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、

特
定
の
資
料
を
保
存
す
る
原
則
が
、
す
な
わ
ち
疑
（
わ
し
い
も
の
）
は
疑
を
伝
え

る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
あ
る
種
の
史
書
編
纂
の
立
場
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る（

（1
（

。
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主
題
で
あ
る
「
万
世
一
系
」
の
「
天
皇
系
譜
」
に
関
わ
る
も
の
も
あ
る
。「
継
体
紀
」

二
十
五
年
春
二
月
条
で
あ
る
。

　
　
　

本
書　

�

二
十
五
年
春
二
月
、
天
皇
病
甚
。
丁
未
、
天
皇
、
崩
二
于
磐
余
玉
穂

宮
一
。
時
年
八
十
二
。
冬
十
二
月
丙
申
朔
庚
子
、
葬
二
于
藍
野
陵
一
。

　
　
　
　
　

（�

二
十
五
年
の
春
二
月
に
、
天
皇
、
病
甚
し
。
丁
未
に
、
天
皇
、
磐
余
玉

穂
宮
に
崩
り
ま
す
。
時
に
年
八
十
二
な
り
。
冬
十
二
月
の
丙
申
の
朔
庚

子
に
、
藍
野
陵
に
葬
り
ま
つ
る
。）

　
　

⑪
注　
　

�

或
本
云
、
天
皇
、
二
十
八
年
歳
次
甲
寅
崩
。
而
此
云
二
二
十
五
年
歳
次

辛
亥
崩
一
者
、
取
二
百
済
本
記
一
為
レ
文
。
其
文
云
、「
太
歳
辛
亥
三
月
、

軍
進
至
二
于
安
羅
一
、
営
二
乞
乇
城
一
。
是
月
、
高
麗
、
弑
二
其
王
安
一
。

又
聞
、
日
本
天
皇
及
太
子
・
皇
子
、
倶
崩
薨
」。
由
レ
此
而
言
、
辛
亥

之
歳
、
当
二
二
十
五
年
一
矣
。
後
勘
校
者
、
知
レ
之
也
。

　
　
　
　
　

（�

或
本
に
云
は
く
、
天
皇
、
二
十
八
年
歳
次
甲
寅
に
崩
り
ま
す
と
い
ふ
。

而
る
を
、
此
に
二
十
五
年
歳
次
辛
亥
に
崩
り
ま
す
と
云
へ
る
は
、
百
済

本
記
を
取
り
て
文
を
為
れ
る
な
り
。
其
の
文
に
云
は
く
、「
太
歳
辛
亥

の
三
月
に
、
軍
進
み
て
安
羅
に
至
り
、
乞
乇
城
を
営
る
。
是
の
月
に
、

高
麗
、
其
の
王
安
を
弑
す
。
又
聞
け
ら
く
、
日
本
の
天
皇
及
び
太
子
・

皇
子
、
倶
に
崩
薨
り
ま
す
と
き
け
り
」
と
い
ふ
。
此
に
由
り
て
言
へ
ば
、

辛
亥
の
歳
は
、
二
十
五
年
に
当
れ
り
。
後
に
勘
校
へ
む
者
、
知
ら
む
。）

　

こ
こ
は
、
継
体
天
皇
の
崩
年
が
「
継
体
二
十
五
年
」
で
あ
る
と
い
う
「
本
書
」
に
対

し
て
、「
或
本
」
に
は
「
二
十
八
年
」
と
あ
る
、
と
「
伝
疑
」
を
掲
載
す
る
も
の
で
あ

る
。
結
果
、「
本
書
」
は
「
二
十
五
年
」
説
を
採
る
の
だ
が
、
続
く
『
百
済
本
記
』
の

引
用
に
よ
り
、
そ
の
「
二
十
五
年
」
説
が
、『
百
済
本
記
』
に
拠
る
も
の
で
あ
る
こ
と

が
明
か
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
本
書
」
が
『
百
済
本
記
』
を
採
用
し
た
こ
と
が
明
示

さ
れ
る
部
分
で
あ
る
。

　

『
百
済
本
記
』
は
「
二
十
五
年
」、「
或
本
」
は
「
二
十
八
年
」
の
説
を
述
べ
る
。
継

　
　
　

本
書　

�

十
一
月
壬
辰
朔
戊
戌
、
以
二
天
皇
喪
一
、
殯
二
于
飛
鳥
川
原
一
。
自
レ
此

発
哀
、
至
二
于
九
日
一
。

　
　
　
　
　

（�

十
一
月
の
壬
辰
の
朔
戊
戌
に
、
天
皇
の
喪
を
以
ち
て
、
飛
鳥
川
原
に
殯

す
。
此
よ
り
発
哀
た
て
ま
つ
る
こ
と
九
日
に
至
る
。）

　
　

⑩
注　
　

�
日
本
世
記
云
、「
十
一
月
、
福
信
所
レ
獲
唐
人
続
守
言
等
、
至
二
于
筑

紫
一
」。
或
本
云
、
辛
酉
年
、
百
済
佐
平
福
信
所
レ
献
唐
俘
一
百
六
口
、

居
二
于
近
江
国
墾
田
一
。
庚
申
年
、
既
云
三
福
信
、
献
二
唐
俘
一
。
故
、

今
在
注
。
其
決
焉
。

　
　
　
　
　

（�

日
本
世
記
に
云
は
く
、「
十
一
月
に
、
福
信
が
獲
た
る
唐
人
続
守
言
等
、

筑
紫
に
至
る
」
と
い
ふ
。
或
本
に
云
は
く
、
辛
酉
年
に
、
百
済
の
佐
平

福
信
が
献
れ
る
唐
俘
一
百
六
口
、
近
江
国
の
墾
田
に
居
ら
し
む
と
い
ふ
。

庚
申
年
に
、
既
に
福
信
、
唐
俘
を
献
れ
り
と
云
へ
り
。
故
、
今
在
き
て

注
す
。
其
れ
決
め
よ
。）

　

「
⑨
」
の
記
事
が
「
斉
明
六
年
（
庚
申
年
）」
の
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
る
の
に
対
し
、

「
⑩
」
は
「
斉
明
七
年
（
辛
酉
年
）」
の
こ
と
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ど
ち
ら
が

正
し
い
の
か
わ
か
ら
な
い
の
で
双
方
を
掲
載
す
る
「
伝
疑
の
立
場
」
の
現
れ
た
部
分
で

あ
る
。「
今
、
在
き
て
注
す
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
あ
た
り
の
呼
吸
を
述
べ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
し
か
も
そ
れ
を
、「
其
れ
決
め
よ
」
と
し
て
、
後
世
の
史
家
、
お
そ
ら
く
は

後
世
の
『
日
本
書
紀
』
注
釈
者
に
対
し
て
、
そ
の
正
確
な
史
実
の
決
定
を
委
ね
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

後
世
、
裴
松
之
や
顔
師
古
の
よ
う
な
、
優
れ
た
史
書
注
釈
者
が
現
れ
た
時
、
ど
ち
ら

の
説
が
正
し
い
の
か
決
定
す
る
で
あ
ろ
う
、
そ
の
判
断
を
後
世
に
委
ね
る
。
そ
の
た
め

に
、
今
で
き
る
こ
と
は
、「
疑
は
則
ち
疑
と
し
て
伝
え
る
」
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は

「
異
説
併
記
」
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。「
天
皇
紀
」
の
「
注
」
の
機
能
は
、
以
上
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
と
改
め
て
い
お
う
。

　

そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
唐
人
の
捕
虜
の
問
題
と
い
う
よ
う
な
、『
日
本
書
紀
』
の
主

題
に
関
わ
ら
な
い
、
い
わ
ば
「
些
事
」
に
と
ど
ま
ら
な
い
。『
日
本
書
紀
』
の
大
き
な
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以
上
こ
こ
ま
で
、「
天
皇
紀
」
の
「
注
」
が
、
中
国
史
書
の
在
り
方
に
沿
う
形
で
、

「
異
説
併
記
」
を
展
開
し
て
き
た
姿
を
み
て
き
た
。
と
は
い
え
、「
天
皇
紀
」
の
「
注
」

は
、
中
国
史
書
の
在
り
よ
う
そ
の
ま
ま
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
必
要

が
あ
る
。
忠
実
に
沿
い
な
が
ら
、
大
き
な
転
換
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

転
換
と
言
う
よ
り
、
お
し
広
げ
る
と
言
っ
た
方
が
正
確
か
も
し
れ
な
い
。

　
　

４
、
拡
大
さ
れ
る
「
伝
疑
」

　

先
に
、『
漢
書
顔
師
古
注
』
の
「
叙
例
」
を
掲
出
し
た
。
こ
れ
を
典
拠
と
し
て
、「
注
」

が
叙
述
さ
れ
る
例
が
あ
る
。
中
国
史
書
に
倣
う
形
で
、
と
い
う
の
は
こ
の
こ
と
に
も
拠

る
。
今
、
再
び
挙
げ
よ
う
。

　
　

⑦
『
漢
書
』
顔
師
古
注
（
叙
例
）

　
　

�

漢
書
旧
文
多
有
二
古
字
一
、
解
説
之
後
屢
経
二
遷
易
一
。
後
人
習
読
、
以
レ
意
刊
改
、

伝
写
既
多
、
弥
更
浅
俗
。
今
則
曲

―二
覈
古
本
一
、
帰
二
其
真
正
一
。
一
往
難
レ
識
者
、

皆
従
而
釈
レ
之
。

　

顔
師
古
は
、「
古
字
」
に
お
い
て
、
い
ず
れ
が
正
し
い
の
か
判
断
が
困
難
な
時
、
そ

れ
を
す
べ
て
掲
載
し
て
解
説
し
た
、
と
述
べ
て
い
る
。「
伝
疑
」
の
立
場
を
表
明
す
る

一
節
と
捉
え
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
典
拠
と
し
て
、
以
下
の
文
章
が
「
欽
明

紀
」
に
載
る（

（1
（

。「
欽
明
紀
」
二
年
春
三
月
条
で
あ
る
。

　
　

⑫
「
欽
明
紀
」
二
年
春
三
月
条

　
　

�
帝
王
本
紀
多
有
二
古
字
一
、
撰
集
之
人
屢
経
二
遷
易
一
。
後
人
習
読
、
以
レ
意
刊
改
、

伝
写
既
多
、
遂
致
二
舛
雑
一
、
前
後
失
レ
次
、
兄
弟
参
差
。
今
則
考

―二
覈
古
今
一
、

帰
二
其
真
正
一
。
一
往
難
レ
識
者
、
且
依
二
一
撰
一
、
而
註

―二
詳
其
異
一
。
他
皆
効
レ

此
。

　
　

（�

帝
王
本
紀
に
、
多
く
古
字
有
り
て
、
撰
集
の
人
、
屢
遷
易
を
経
た
り
。
後
人
習

読
の
と
き
、
意
を
以
ち
て
刊
改
し
、
伝
写
既
に
多
に
し
て
、
遂
に
舛
雜
を
致
し
、

体
天
皇
が
「
即
位
」
し
た
の
は
丁
亥
年
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
か
ら
数
え
る
と
、
継
体
二

十
五
年
は
「
辛
亥
」
年
に
当
た
る
。
継
体
二
十
八
年
は
「
甲
寅
」
年
と
な
る
。「
本
書
」

は
『
百
済
本
記
』
説
を
「
本
書
」
と
し
た
た
め
、
崩
年
は
「
辛
亥
」
年
と
な
ろ
う
。
し

か
し
、
次
の
安
閑
天
皇
は
そ
の
「
本
書
」
で
継
体
二
十
五
年
に
即
位
し
た
と
書
き
な
が

ら
、
そ
の
年
を
「
甲
寅
」
年
と
記
す
の
で
あ
る
。
チ
ャ
ー
ト
に
す
る
と
以
下
の
よ
う
に

な
ろ
う
。

（
百
済
本
記
）	

継
体
二
十
五
年
（
辛
亥
）	

　

本
書

（
或
本
）	

継
体
二
十
八
年
（
甲
寅
）	

　

本
書

　

安
閑
紀	

即
位
年

継
体
二
十
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
甲
寅
）	

　

矛
盾

　

す
な
わ
ち
、「
安
閑
紀
」
の
「
本
書
」
は
、「
継
体
紀
本
書
」
の
「
二
十
五
年
」
と
、

「
注
」
の
「
或
本
」
の
「
甲
寅
」
年
の
、
双
方
を
同
時
に
抱
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
矛
盾
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
テ
キ
ス
ト
と
し
て
読
解
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に
お

い
て
、
こ
の
部
分
は
継
体
天
皇
崩
御
と
安
閑
天
皇
即
位
の
間
に
は
、
三
年
に
お
よ
ぶ

「
空
位
期
間
」
が
存
在
す
る
と
い
う
疑
念
が
読
め
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

「
天
皇
系
譜
」
の
「
歴
史
」
に
、
埋
め
が
た
い
空
白
が
あ
る
と
、
史
書
自
ら
が
述
べ
て

い
る
部
分
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、『
古
事
記
』
に
見
ら
れ
な
い
も
の
で

あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
「
天
皇
紀
」
の
「
注
」
の
「
異
説
併
記
」
機
能
が
、「
空
白
」

の
「
歴
史
」
を
生
成
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

そ
の
矛
盾
に
対
し
て
、「
継
体
紀
」
の
「
注
」
は
、「
後
に
勘
校
へ
む
者
、
知
ら
む
」

と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
後
世
に
現
れ
た
注
釈
者
に
取
捨
選
択
を
委
ね
る
と
い
う
姿
勢
を

表
明
す
る
の
で
あ
る
。「
疑
は
疑
と
し
て
」
伝
え
る
の
で
あ
る
。
後
の
優
れ
た
史
家
に

後
を
託
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
、
孔
子
を
祖
と
し
、
司
馬
遷
が
継
承
し
、
裴
松
之

と
顔
師
古
が
倣
っ
た
、「
史
書
」
の
在
り
方
な
の
で
あ
る
。
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と
「
注
」
と
を
わ
け
る
判
断
基
準
は
、
ど
ち
ら
か
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、「
と
り
あ
え

ず
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。「
天
皇
紀
」
に
お
い
て
は
、「
本
書
」
と
「
注
」

と
を
区
別
す
る
基
準
は
「
と
り
あ
え
ず
」
な
の
で
あ
り
、「
本
書
」
と
「
注
」
の
間
に

価
値
の
決
定
的
な
差
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
い
つ
で
も
入
れ
替
わ
る
可
能
性
が

あ
る
の
だ
。
し
か
も
、
史
書
の
「
伝
疑
の
立
場
」
は
、
後
世
の
史
家
に
対
し
て
判
断
の

可
能
性
を
残
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
後
世
の
史
家
が
い
ず
れ
か
が
正
し
い
と

判
断
し
た
場
合
は
、
い
つ
で
も
「
本
書
」
と
「
注
」
は
入
れ
替
わ
る
こ
と
に
な
る
こ
と

を
意
味
す
る
。
実
際
に
そ
う
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な

も
の
と
し
て
「
本
書
」
と
「
注
」
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
る
も
の
と
し
て
、「
天
皇
紀
」
の
中
に
提
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の

で
あ
る
。
い
や
む
し
ろ
、
そ
れ
が

0

0

0

「0

本
書

0

0

」0

か0

「0

注0

」0

か
と
い
う
判
断
基
準

0

0

0

0

0

0

0

0

は
、
後
世

の
史
家
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
「
天
皇
紀
」
の
「
注
」

は
あ
る
、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。
そ
れ
は
い
わ
ば
、「
注
」
が
施
さ
れ
た
部
分
は
、
大

字
と
細
字
双
書
と
い
う
形
式
の
違
い
は
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
「
本
書
」
で
あ
り
、
ど
ち

ら
も
「
注
」
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
、
歴
史
資
料
庫
と
し
て
の
「
天
皇
紀
」
を
構
成
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
れ
が
、「
他
皆
効
レ
此
」
と
、
以
降
の
「
注
」
に
係

っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
該
注
⑫
以
降
の
、『
日
本
書
紀
』
全
体
の
施
注

原
理
で
あ
る
か
の
よ
う
に
読
め
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

そ
う
で
あ
る
と
き
、
神
野
志
氏
の
『
日
本
書
紀
』
全
体
の
統
一
的
な
作
品
読
解
に
、

看
過
で
き
な
い
差
し
障
り
の
あ
る
「
注
」
が
あ
る
こ
と
に
配
慮
が
必
要
と
な
る
。

　
　

５
、「
帝て

い
こ
く
 
で
も
あ
り
 
ば
ん
こ
く
 
で
も
あ
る

国

／

蕃

国
」
の
「
日
本
」

　

か
つ
て
神
野
志
氏
は
、『
日
本
書
紀
』
と
は
律
令
国
家
「
日
本
」
が
自
ら
を
「
帝
国
」

と
し
て
自
証
す
る
営
み
で
あ
る
と
す
る
作
品
把
握
を
達
成
し
た
。
そ
れ
は
確
か
で
あ
り
、

陰
陽
論
に
よ
る
神
話
的
世
界
の
出
発
か
ら
始
ま
り
、
そ
し
て
「
新
羅
」
を
「
蕃
国
」
と

し
て
擁
す
る
「
帝
国
」
と
し
て
の
国
家
「
日
本
」
と
い
う
歴
史
認
識
が
果
た
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
、『
日
本
書
紀
』
に
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

�

『
日
本
書
紀
』
は
、「
日
本
」
を
朝
鮮
と
の
関
係
に
あ
る
も
の
と
し
て
意
味
づ
け
る

前
後
次
を
失
ひ
て
、
兄
弟
参
差
な
り
。
今
し
則
ち
古
今
を
考
覈
し
て
、
其
の
真

正
に
帰
す
。
一
往
に
識
り
難
き
は
、
且
く
一
撰
に
依
り
て
、
其
の
異
を
註
詳
す
。

他
も
皆
此
に
効
へ
。

　

典
拠
と
し
て
踏
ま
え
て
い
る
が
、
小
異
が
あ
る
。
こ
の
小
異
が
問
題
で
あ
る
。
比
較

し
て
み
よ
う
。

　
　

『
漢
書
』
顔
師
古
注
（
叙
例
）

　
　

�

漢
書
旧
文
多
有
二
古
字
一
、
解
説
之
後
屢
経
二
遷
易
一
。
後
人
習
読
、
以
レ
意
刊
改
、

伝
写
既
多
、
弥
更
浅
俗
。

　
　

今
則
曲

―二
覈
古
本
一
、
帰
二
其
真
正
一
。
一
往
難
レ
識
者
、
皆
従
而
釈
レ
之
。

　
　

『
日
本
書
紀
』

　
　

�

帝
王
本
紀
多
有
二
古
字
一
、
撰
集
之
人
屢
経
二
遷
易
一
。
後
人
習
読
、
以
レ
意
刊
改
、

伝
写
既
多
、
遂
致
二
舛
雑
一
、
前
後
失
レ
次
、
兄
弟
参
差
。
今
則
考

―二
覈
古
今
一
、

帰
二
其
真
正
一
。
一
往
難
レ
識
者
、
且
依
二
一
撰
一
、
而
註

―二
詳
其
異
一
。
他
皆
効
レ

此
。

　

「
欽
明
紀
」
の
該
当
部
分
の
「
本
書
」
は
、
天
皇
の
皇
子
皇
女
系
譜
を
記
す
部
分
で

あ
る
。『
漢
書
顔
師
古
注
』
が
「
古
字
」
に
つ
い
て
述
べ
る
「
叙
例
」
を
引
き
受
け
つ

つ
、
そ
れ
を
「
兄
弟
」
に
ま
で
敷
衍
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
す
な
わ
ち
、

「
天
皇
系
譜
」
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
こ
の
「
注
」
は
、「
古
字
」
か
ら

「
天
皇
系
譜
」
す
な
わ
ち
、『
日
本
書
紀
』
の
主
題
に
関
わ
る
大
き
な
問
題
に
拡
大
し

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
そ
れ
は
、『
漢
書
顔
師
古
注
』
が
、「
疑
」
を
す
べ
て
挙
げ
て
解
説
す
る
と

い
う
立
場
を
示
し
た
部
分
を
踏
ま
え
た
上
で
、「
且
依
一
撰
」
と
い
う
一
句
を
挿
入
す

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
伝
疑
」
の
資
料
が
二
種
以
上
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
が
正
し

い
か
判
断
で
き
な
い
と
き
、「
と
り
あ
え
ず
」
ひ
と
つ
を
「
本
書
」
と
し
て
、
残
り
を

「
注
」
と
し
た
、
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、「
本
書
」
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⑭
清
寧
紀
三
年
十
一
月
是
月
条

　
　

是
月
、
海
表
諸
蕃
、
並
遣
レ
使
進
レ
調
。

　

（
是
の
月
に
、
海
表
の
諸
蕃
、
並
に
使
を
遣
し
て
、
調
進
る
。）

　
　

⑮
清
寧
紀
四
年
春
正
月
条

　
　

四
年
春
正
月
庚
戌
朔
丙
辰
、
宴
二
海
表
諸
蕃
使
者
於
朝
堂
一
、
賜
レ
物
各
有
レ
差
。

　

（�

四
年
の
春
正
月
の
庚
戌
の
朔
丙
辰
に
、
海
表
の
諸
蕃
の
使
者
に
朝
堂
に
宴
し
、
物

を
賜
ふ
こ
と
各
差
有
り
。）

　

「
海
表
」
と
い
う
語
が
加
わ
る
が
、
こ
の
「
諸
蕃
」
と
い
う
語
は
、「「
海
表
」
の
初

出
。「
海
外
」
に
同
じ
。
中
華
思
想
か
ら
見
る
と
、「
諸
蕃
」
の
表
現
と
同
じ
く
差
別
的

な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
」
と
も
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に（

（2
（

、「
中
華
」
に
対
す
る
侮
蔑

的
な
「
蕃
国
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
自
ら
を
規
定
す
る
も
の
と
し
て
述

べ
る
の
が
、「
伊
吉
連
博
徳
書
」
な
の
で
あ
る
。「
帝
国
」
と
し
て
の
自
己
を
確
証
し
よ

う
と
す
る
「
本
書
」
に
対
し
て
、「
注
」
が
書
名
を
明
示
し
た
「
書
物
」
を
引
用
し
な

が
ら
、
自
己
を
「
蕃
国
」
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
部
分
な
の
で
あ
る
。

　

「
注
」
が
あ
く
ま
で
参
考
と
し
て
、
無
視
し
て
も
構
わ
な
い
も
の
と
し
て
提
示
さ
れ

て
い
る
な
ら
ば
、「
帝
国
」
を
自
証
し
て
い
く
「
本
書
」
と
当
該
「
注
」
は
衝
突
し
な

い
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、「
天
皇
紀
」
の
「
注
」
は
、
そ
の
読
解

を
経
由
し
な
け
れ
ば
「
本
書
」
を
理
解
で
き
な
い
も
の
と
し
て
提
示
さ
れ
て
き
た
。
ま

た
、
そ
れ
は
『
日
本
書
紀
』
が
依
拠
し
た
中
国
史
書
の
伝
統
「
伝
疑
の
立
場
」
を
示
す

場
で
あ
り
、
史
書
編
纂
の
思
想
に
も
関
わ
る
重
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。
軽
々
に
「
異

説
」
を
開
陳
し
て
素
知
ら
ぬ
顔
を
決
め
込
め
る
よ
う
な
場
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
「
本
書
」
と
は
基
本
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
価
値
の
優
劣
が
な
い
、
む
し
ろ
後
世
の

史
家
の
判
断
に
依
存
す
る
も
の
と
し
て
提
示
さ
れ
る
ほ
ど
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
う

で
あ
る
な
ら
ば
、『
日
本
書
紀
』
そ
れ
自
体
が
、
自
ら
を
「
蕃
国
」
と
し
て
も
認
識
し

て
い
る
と
読
む
よ
う
要
求
さ
れ
て
い
る
部
分
で
も
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

す
な
わ
ち
、「
伊
吉
連
博
徳
書
」
の
「
異
説
併
記
」
は
、
具
体
的
に
言
え
ば
、「
日
本
」

が
唐
の
「
蕃
国
」
で
あ
る
と
い
う
世
界
の
歴
史
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

が
、
朝
鮮
に
対
す
る
大
国
的
関
係
を
歴
史
的
に
確
認
す
る
か
た
ち
で
、「
日
本
」

の
価
値
を
確
立
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
要
は
、
朝
鮮
に
対
し
て
大
国

で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
朝
鮮
を
服
属
さ
せ
る
帝
国
で
あ
る
こ
と
の
標
示
だ
と

い
う
こ
と
に
あ
る
。
端
的
に
い
え
ば
、『
日
本
書
紀
』
は
、
歴
史
を
述
べ
る
な
か

で
そ
う
し
た
「
日
本
」
を
つ
く
り
上
げ
る
の
で
あ
る（

（2
（

。

　

し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
「
天
皇
紀
」
の
「
本
書
」
が
語
る
と
こ
ろ
の
『
日
本
書

紀
』
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
「
本
書
」
が
作
り
出
そ
う
と
す
る
「「
帝
国
」

と
し
て
の
国
家
「
日
本
」
と
い
う
世
界
」
に
対
し
て
、
直
線
的
に
説
明
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
「
注
」
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

　
　

⑬
「
斉
明
紀
」
五
年
七
月
条

　
　

本
書　

�

秋
七
月
丙
子
朔
戊
寅
、
遣
二
小
錦
下
坂
合
部
連
石
布
・
大
仙
下
津
守
連
吉

祥
一
、
使
二
於
唐
国
一
。
仍
以
二
道
奥
蝦
夷
男
女
二
人
一
、
示
二
唐
天
子
一
。

　
　
　
　

（�

秋
七
月
の
丙
子
の
朔
戊
寅
に
、
小
錦
下
坂
合
部
連
石
布
・
大
仙
下
津
守
連

吉
祥
を
遣
し
て
、
唐
国
に
使
せ
し
む
。
仍
り
て
道
奥
の
蝦
夷
男
女
二
人
を

以
ち
て
、
唐
天
子
に
示
せ
た
て
ま
つ
る
。）

　
　

注　

（�

伊
吉
連
博
徳
書
曰
、）
十
一
月
一
日
、
朝
有
二
冬
至
之
会
一
。
会
日
亦
覲
。

所
レ
朝
諸
蕃
之
中
、
倭
客
最
勝
。

　
　
　
　

（�（
伊
吉
連
博
徳
書
に
曰
は
く
）
十
一
月
一
日
に
、
朝
に
冬
至
の
会
有
り
。

会
の
日
に
亦
覲
ゆ
。
朝
け
る
諸
蕃
の
中
に
、
倭
客
最
も
勝
れ
た
り
。）

　

「
斉
明
紀
」
当
該
記
事
に
お
い
て
は
、「
注
」
に
お
い
て
「
伊
吉
連
博
徳
書
」
を
引

用
す
る
形
で
、
並
び
い
る
「
諸
蕃
」
の
中
（
当
然
、
自
己
が
服
属
さ
せ
て
い
る
と
す
る

朝
鮮
諸
国
も
含
ま
れ
る
だ
ろ
う
）
で
、「
最
も
勝
れ
」
て
い
る
、
と
す
る
。

　

こ
こ
は
、「
伊
吉
連
博
徳
」
が
、
使
節
と
し
て
唐
に
渡
り
、
唐
の
高
宗
に
謁
見
す
る

場
面
で
あ
る
。
そ
の
際
、
自
身
を
「
倭
客
」
と
い
い
、（『
日
本
書
紀
』
が
語
る
と
こ
ろ

00

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

の
）「
日
本

000

0

0

」
を
「
諸
蕃
」
す
な
わ
ち
「
蕃
国
」
と
語
る
の
で
あ
る
。「
諸
蕃
」
と
は
、

『
日
本
書
紀
』
自
ら
が
以
下
の
よ
う
に
価
値
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
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そ
れ
は
「
日
本
」
が
「
帝
国
」
で
あ
る
と
い
う
「
歴
史
」
と
矛
盾
す
る
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
「
異
説
併
記
」
は
、
い
つ
で
も
入
れ
替
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、「
伊
吉

連
博
徳
書
」
が
「
本
書
」
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
、「
天

皇
紀
」
に
よ
っ
て
措
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
と
き
、「
日
本
」
は
「
蕃
国
」

で
あ
る
と
い
う
歴
史
に
変
換
す
る
。
実
際
そ
う
な
る
、
そ
う
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と

を
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
う
な
る
可
能
性
を
提
示
し
な
が
ら
、「
天
皇
紀
」
は

展
開
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、「
天
皇
紀
」
は
「
本
書
」
と
「
注
」
を
、
主
従
関
係
・
優
劣

関
係
と
し
て
確
定
さ
せ
て
展
開
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
両
方
同
時
に
抱
え
な
が
ら
、

ど
ち
ら
と
も
確
定
し
な
い
状
況
で
展
開
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

す
な
わ
ち
、「
天
皇
紀
」
は
、
自
ら
が
「
帝

て
い
こ
く
 
で
も
あ
り
 
ば
ん
こ
く
 
で
も
あ
る

国
／
蕃
国
」
と
い
う
「
歴
史
」

を
自
得
す
る
史
書
と
し
て
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。「
帝
国
」
で
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に

「
蕃
国
」
で
も
あ
る
、
そ
れ
が
律
令
国
家
「
日
本
」
で
あ
る
、
と
い
う
確
証
へ
の
営
み

で
あ
る
。
神
野
志
論
に
お
け
る
「
帝
国
」
の
内
実
が
、
一
般
的
な
中
華
観
念
と
は
異
な

る
も
の
と
し
て
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
述
べ
来
た
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　

あ
る
い
は
、『
日
本
書
紀
』
全
体
に
問
題
を
波
及
さ
せ
る
に
は
、
⑬
の
一
例
で
は
、

少
な
す
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
こ
れ
は
『
日
本
書
紀
』
と
い
う
書
物
全
体

の
中
で
は
、
決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
一
例

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

な
の
で
あ
る
。
律
令
国
家
「
日
本
」
が

編
纂
し
た
書
物
の
中
で
、
自
ら
を
「
蕃
国
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
例
は
、
他
に
な
い
の

で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
決
し
て
無
視
し
得
な
い
一
例
と
し
て
、
あ
る
の
だ
。
あ
と

は
、
こ
れ
を
ど
う
考
え
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

「
本
書
」
で
も
あ
り
、「
注
」
で
も
あ
る
、
と
い
う
「
天
皇
紀
」
が
、
自
ら
が

「
帝

て
い
こ
く
 
で
も
あ
り
 
ば
ん
こ
く
　
で
も
あ
る

国
／
蕃
国
」
と
い
う
「
歴
史
」
を
自
得
す
る
史
書
と
し
て
あ
る
こ
と
を
、

ど
う
考
え
る
べ
き
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
帝
国
」
で
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
「
蕃
国
」

で
あ
る
、
と
い
う
の
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。「
帝
国
」
と

「
蕃
国
」
は
、
一
般
に
対
義
的
で
あ
り
、
両
方
同
時
で
あ
る
こ
と
は
で
き
な
い
矛
盾
関

係
で
あ
る
。
そ
れ
を
同
時
に
抱
え
て
い
る
状
況
と
い
う
も
の
を
、
本
稿
で
は
説
明
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
唐
の
「
帝
国
」
観
に
抵
触
し
な
い
よ
う
に
、

「
日
本
」
自
ら
が
「
蕃
国
」
で
あ
る
と
い
う
見
解
の
余
地
を
残
し
た
、
と
い
う
よ
う
な
、

政
治
的
な
読
解
を
拒
む
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
か
つ
て
小
考
に
お
い
て
考
え
た

こ
と
が
あ
る
が
、『
日
本
書
紀
』
の
「
天
皇
」
は
、
中
国
の
「
皇
帝
」
よ
り
も
上
位
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る（

（2
（

、
と
目
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、

単
に
「
帝
国
」
の
み
で
あ
る
唐
よ
り
も
、「
帝
国
」
と
「
蕃
国
」
を
両
方
同
時
に
抱
え

て
い
る
「
日
本
」
の
ほ
う
が
、
優
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
そ
れ
こ
そ
が
本
当
の
「
帝

国
」
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
が
、『
日
本
書
紀
』
に
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
た
方

が
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
概
念
図
風
に
示
せ
ば
左
の
よ
う
に
な
る
。
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本
稿
の
目
的
は
、「
注
」
が
果
た
す
現
象
の
分
析
に
あ
り
、
以
上
で
そ
の
目
的
を
達

成
し
て
い
る
。
以
降
は
あ
く
ま
で
展
望
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
単
に
「
帝
国
」
で
あ

る
よ
り
も
、「
帝
国
／
蕃
国
」
で
あ
る
ほ
う
が
よ
り
本
質
的
に
「
帝
国
」
で
あ
る
と
い

う
思
想
的
な
説
明
が
必
要
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
こ
れ
に
答
え
る
能
力
が
な

い
た
め
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
も
、
対
義
的
な
二
項
を
同
時
に
抱
え
て
い
る
状
態
を

「
優
れ
て
い
る
」
と
考
え
る
思
考
方
法
を
描
出
す
る
こ
と
は
、
論
理
的
に
か
な
り
困
難

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
こ
れ
こ
そ
が
「
近
代
的
統
一
性
と
は
異
な
る
と
い

う
こ
と
も
許
さ
れ
る（

（2
（

」
統
一
的
作
品
把
握
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
把
握

に
よ
っ
て
、
初
め
て
私
た
ち
は
一
三
〇
〇
年
前
の
、
す
な
わ
ち
近
代
的
な
学
術
の
思
考

方
法
で
は
描
出
困
難
な
「
作
品
」
に
到
達
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

と
は
い
え
、
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
「
導
き
」
と
な
る
よ
う
な
展
望
を
述

べ
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、『
日
本
書
紀
』
が
「
神
代
紀
」
の
陰
陽
論
的
世

界
の
出
発
か
ら
語
り
出
す
こ
と
か
ら
考
え
得
る
展
望
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
帝
国
」
と

「
蕃
国
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
対
義
的
な
概
念
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、「
帝
国
」
を
「
主
君
」

の
「
陽
」、「
蕃
国
」
を
「
臣
下
」
の
「
陰
」
と
考
え
る
展
望
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

「
天
皇
紀
」
も
ま
た
、
陰
陽
論
的
世
界
観
の
中
に
あ
る
、
と
述
べ
る
こ
と
で
あ
る
。

「
陽
」
だ
け
で
も
不
足
で
あ
り
、「
陰
」
だ
け
で
も
不
足
で
あ
り
、「
陰
陽
」
相
俟
っ
て

完
璧
な
「
道
」、
す
な
わ
ち
「
太
極
」
を
な
す
と
い
う
「
陰
陽
同
体
」
の
陰
陽
論
に
従

え
ば
、「
帝
国
」
と
「
蕃
国
」
の
双
方
を
同
時
に
抱
え
持
つ
「
日
本
」
こ
そ
、
完
全
な

る
「
帝
国
」
で
あ
っ
て
、「
主
君
」
し
か
持
た
な
い
唐
は
欠
損
状
態
に
あ
る
と
『
日
本

書
紀
』
は
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
日
本
書

紀
』
は
唐
を
見
下
す
立
場
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

今
後
、
こ
の
よ
う
な
展
望
を
描
出
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
こ
れ

は
稿
を
改
め
て
、『
日
本
書
紀
』
の
背
後
に
あ
る
知
的
環
境
、
陰
陽
論
と
中
華
観
の
関

係
、
さ
ら
に
は
三
国
鼎
立
の
思
想
、
あ
る
い
は
『
晋
書
』「
載
記
」
の
思
想
か
ら
、「
中

華
」
観
の
変
遷
を
探
っ
て
い
く
ほ
か
な
い
。
と
り
あ
え
ず
は
、『
日
本
書
紀
』
全
体
の

統
一
的
な
作
品
把
握
の
方
向
性
を
導
き
出
す
こ
と
を
も
っ
て
、
本
稿
を
閉
じ
た
い
。

　
　

お
わ
り
に

　

以
上
こ
こ
ま
で
、『
日
本
書
紀
』「
天
皇
紀
」
に
お
け
る
「
本
書
」
と
「
注
」
の
関
係

が
生
起
さ
せ
る
現
象
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
本
稿
の
企
図
は
以
上
に
尽
き
る
。

　

最
後
に
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
、「
今
あ
る
『
日
本
書
紀
』
を
ど
の
よ
う
に

読
む
か
」
と
い
う
問
題
設
定
の
前
提
か
ら
は
逸
れ
て
し
ま
う
が
、
実
態
と
の
整
合
性
に

つ
い
て
論
述
し
て
お
く
。『
令
集
解
』「
公
式
令
一
・
詔
書
式
」
に
は
、
以
下
の
よ
う
に

あ
る（

（2
（

。

　
　

明
神
御
宇
日
本
天
皇
詔
旨　

云
々
。
咸
聞
。

　
　

�

古
記
云
。
御
宇
日
本
天
皇
詔
旨
、
対
二
隣
国
及
蕃
国
一
而
詔
之
辞
。
問
、
隣
国
与
二

蕃
国
一
何
其
別
。
答
、
隣
国
者
大
唐
、
蕃
国
者
新
羅
也
。

　
　

（�

古
記
に
云
ふ
。
御
宇
日
本
天
皇
詔
旨
は
、
隣
国
及
び
蕃
国
に
対
し
て
詔
す
る
辞

な
り
。
問
ふ
、
隣
国
と
蕃
国
と
は
何
ぞ
其
れ
別
た
む
。
答
ふ
、
隣
国
は
大
唐
、

蕃
国
は
新
羅
な
り
。）

　

神
野
志
氏
は
こ
の
よ
う
な
「
世
界
観
」
あ
る
い
は
「
世
界
の
理
念
性
」
を
、
歴
史
的

に
根
拠
あ
る
も
の
と
し
て
確
認
し
て
ゆ
く
の
が
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
で
あ
る
と

述
べ
た（

（2
（

。『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
は
、
本
稿
が
述
べ
来
た
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

こ
の
「
世
界
観
」
は
別
の
意
味
を
生
成
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、

「
隣
国
」
に
対
し
て
も
「
蕃
国
」
に
対
し
て
も
、
使
用
す
る
宣
辞
は
同
じ
で
あ
る
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
古
記
」
に
お
い
て
は
、
詔
書
の
形
式
に
お
い
て
は
、

「
隣
国
（
帝
国
）」
も
「
蕃
国
」
も
厳
密
に
は
区
別
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る（

（2
（

。
こ
れ
は
、
当
時
の
日
本
が
欠
損
状
態
の
「
帝
国
」
で
あ
る
唐
を
、
同
じ
く
「
蕃

国
」
し
か
持
た
な
い
新
羅
と
同
様
の
扱
い
を
し
て
い
た
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
、
す
な
わ
ち
、『
日
本
書
紀
』
成
立
以
降
は
、
唐
と
新
羅
に
対
す
る
「
帝
国
」

「
蕃
国
」
の
位
置
づ
け
は
、「
日
本
」
と
比
較
し
て
し
ま
え
ば
、
不
足
と
い
う
点
で
は

そ
れ
ほ
ど
対
義
的
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。



（　　）14

（
12
）
前
掲
注
（
11
）
遠
藤
論
文
。

（
13
）�

テ
キ
ス
ト
は
国
史
大
系
第
八
巻
『
釈
日
本
紀
』
に
拠
る
。
旧
字
は
新
字
に
改

め
た
。

（
14
）
前
掲
注
（
11
）
遠
藤
論
文
。

（
15
）
テ
キ
ス
ト
は
中
華
書
局
本
に
拠
る
。
旧
字
は
新
字
に
改
め
た
。

（
16
）
テ
キ
ス
ト
は
中
華
書
局
本
に
拠
る
。
旧
字
は
新
字
に
改
め
た
。
以
下
同
じ
。

（
17
）�

テ
キ
ス
ト
は
中
華
書
局
本
に
拠
る
。
旧
字
は
新
字
に
改
め
た
。
こ
の
こ
と
は
ま

た
、『
史
記
』「
髙
祖
功
臣
者
年
表
」
の
「
太
史
公
自
序
」
に
、「
頗
有
レ
所
レ
不
レ

尽
二
本
末
一
、
著
二
其
明
一
、
疑
者
闕
レ
之
。」
と
し
て
、
明
ら
か
な
こ
と
は
書
き
、

疑
わ
し
い
も
の
は
欠
い
た
と
述
べ
た
上
で
、「
後
有
二
君
子
一
、
欲
二
推
而
列
一
レ

之
、
得
二
以
覧
一
レ
焉
。」
と
し
て
、
後
世
の
聖
賢
に
判
断
を
委
ね
る
こ
と
と
、

軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、『
文
心
雕
龍
』
巻
第
四
「
史
伝
」
に
、

「
於
レ
是
、
棄
レ
同
即
レ
異
、
穿

―二
鑿
傍
説
一
、
旧
史
所
レ
無
、
我
書
則
伝
。
此
訛

濫
之
本
源
、
而
述
遠
之
巨
蠹
。」
と
し
て
、
あ
た
か
も
異
説
を
多
く
併
記
す
る

史
書
の
有
り
様
を
批
判
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
見
解
も
あ
る
が
、
こ
こ
は
そ

の
直
前
に
、「
蓋
文
疑
則
闕
、
貴
二
信
史
一
也
。」
と
し
て
、『
春
秋
左
氏
伝
序
』

の
「
其
有
二
疑
錯
一
、
則
備
論
而
闕
レ
之
、
以
俟
二
後
賢
一
。」
と
あ
る
も
の
を
踏

ま
え
た
表
現
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
「
疑
」
そ
の
も
の
を
「
伝
」
う
と
い
う
姿
勢

は
捨
象
し
な
い
の
で
あ
る
（
テ
キ
ス
ト
は
戸
田
浩
暁
『
文
心
雕
龍
（
上
）』（
一

九
七
四
年
十
一
月 

明
治
書
院
））。

（
18
）
稲
葉
一
郎
『
中
国
の
歴
史
思
想
―
紀
伝
体
考
』（
一
九
九
九
年
三
月 

創
文
社
）。

（
19
）�

太
田
晶
二
郞
「
日
本
書
紀
編
修
の
参
考
書
の
一
」（『
日
本
学
士
院
紀
要
』
六
―

二
・
三
号 

一
九
四
八
年
十
一
月
。
後
に
『
太
田
晶
二
郞
著
作
集
第
一
冊
』（
一

九
九
一
年
八
月 

吉
川
弘
文
館
））。

（
20
）�
神
野
志
隆
光
氏
『「
日
本
」
と
は
何
か
―
国
号
の
意
味
と
歴
史
』（
二
〇
〇
五
年

二
月 
講
談
社
）。

（
21
）
前
掲
注
（
８
）
新
全
集
頭
注
の
指
摘
。

（
22
）�

拙
稿
「
靈
畤
を
め
ぐ
る
〈
変
成
〉
―
『
日
本
書
紀
』「
神
武
紀
」
の
「
郊
祀
」

記
事
か
ら
―
」（『
古
代
文
学
』
五
十
三
号 

二
〇
一
四
年
三
月
）。

　
　

注

（
１
）
神
野
志
隆
光
『
古
事
記
の
世
界
観
』（
一
九
八
六
年
五
月 

吉
川
弘
文
館
）。

（
２
）
神
野
志
隆
光
『
古
事
記
と
日
本
書
紀
』（
一
九
九
九
年
一
月 

講
談
社
）。

（
３
）�

岩
橋
小
彌
太
「
日
本
書
紀
古
註
論
」（『
日
本
学
士
院
紀
要
』
十
一
―
二
号 

一

九
五
三
年
六
月
。
後
に
『
増
補
上
代
史
籍
の
研
究 

上
』（
一
九
七
三
年
三
月 

吉

川
弘
文
館
））。
坂
本
太
郎
「
日
本
書
紀
の
分
註
に
つ
い
て
」（『
史
学
雑
誌
』
六

十
四
―
十 

一
九
五
五
年
十
月
。
後
に
『
日
本
古
代
史
の
基
礎
的
研
究 

上
』（
一

九
六
四
年
五
月 

東
京
大
学
出
版
会
）。『
坂
本
太
郎
著
作
集
第
二
巻
』（
一
九
八

八
年
十
二
月 

吉
川
弘
文
館
））。
中
村
啓
信
「『
日
本
書
紀
』
の
本
注
」（『
國
學

院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
十
三
輯 

一
九
六
三
年
十
月
。
後
に
『
日

本
書
紀
の
基
礎
的
研
究
』（
二
〇
〇
〇
年
三
月 

高
科
書
店
））。
小
島
憲
之
『
上

代
日
本
文
學
と
中
國
文
學
』（
一
九
六
二
年
九
月 

塙
書
房
）。

（
４
）
前
掲
注
（
３
）
坂
本
論
文
。

（
５
）�『
日
本
書
紀
』
テ
キ
ス
ト
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
』（
一
九
六
五

年
七
月
～
一
九
六
七
年
七
月 

岩
波
書
店
）
に
拠
る
。
訓
読
は
一
部
私
に
改
め

た
。
旧
字
は
新
字
に
改
め
た
。
以
下
同
じ
で
あ
る
。

（
６
）�『
書
紀
集
解
』（
一
九
六
九
年
九
月 

臨
川
書
店
）、『
日
本
書
紀
通
釈
』（
一
九
三

〇
年
一
月 

内
外
書
籍
）
に
拠
る
。

（
７
）
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
』
頭
注
の
指
摘
。

（
８
）�

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
日
本
書
紀
』（
一
九
九
四
年
四
月 

小
学
館
）
頭
注

の
指
摘
。

（
９
）�

毛
利
正
守
「
日
本
書
紀
冒
頭
部
の
意
義
及
び
位
置
づ
け
―
書
紀
に
お
け
る
引
用

と
利
用
を
通
し
て
―
」（『
国
語
と
国
文
学
』
八
十
二
―
十　

二
〇
〇
五
年
十

月
）。

（
10
）
前
掲
注
（
３
）
坂
本
論
文
。

（
11
）�

遠
藤
慶
太
「『
日
本
書
紀
』
の
分
註
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
二
一
四
号 

二
〇
〇

九
年
三
月
。
後
に
『
日
本
書
紀
の
形
成
と
諸
資
料
』（
二
〇
一
五
年
二
月 

塙
書

房
））。
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（
23
）
神
野
志
隆
光
『
古
代
天
皇
神
話
論
』（
一
九
九
九
年
十
二
月 

若
草
書
房
）。

（
24
）
テ
キ
ス
ト
は
国
史
大
系
本
に
拠
る
。
旧
字
は
新
字
に
改
め
た
。

（
25
）
前
掲
注
（
２
）
書
。

（
26
）�
朴
昔
順
「
日
本
古
代
国
家
の
対
「
蕃
」
認
識
」（『
日
本
歴
史
』
第
六
三
七
号 

二
〇
〇
一
年
六
月
）。
な
お
、
当
時
の
高
句
麗
を
含
め
て
、
政
治
思
想
と
し
て

の
「
華
夷
帝
国
」
を
、「
脱
中
国
化
の
た
め
の
中
国
化
」
と
い
う
政
治
目
的
の

た
め
に
使
い
分
け
る
と
い
う
巨
視
的
な
視
点
で
論
じ
た
の
が
、
李
成
市
『
東
ア

ジ
ア
文
化
圏
の
形
成
』（
二
〇
〇
〇
年
三
月 

山
川
出
版
社
）、
ま
た
『
古
代
東

ア
ジ
ア
の
民
族
と
国
家
』（
一
九
九
八
年
三
月 

岩
波
書
店
）
で
あ
っ
た
。
必
要

に
応
じ
て
「
帝
国
」
を
出
し
た
り
「
蕃
国
」
を
出
し
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
な

の
は
、
両
者
を
同
時
に
抱
え
込
ん
で
い
る
国
だ
け
な
の
で
あ
る
。
中
国
が
そ
の

よ
う
な
も
の
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
い
。
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Reading the “explanatory notes” to “TenNo-ki”
in Nihon-Shoki

── “Nihon” as “an empire/a bankoku (barbarian countries)” ──

Jun　YAMADA

Owing to Takamitsu Kounoshi’s leading study, it is widely believed that “Issyo” in “Jindai-ki” 
of Nihon-shoki are explanatory notes. In his study, however, Takamitsu Kounoshi argues only 
“Jindai-Ki” in spite of the fact that “explanatory notes” are appended to “TenNo-Ki” likewise. If 
this is the case, it is then necessary to consider the explanatory notes included in Nihon-shoki, 
as well as, “Jindai-ki.”
This paper uses the explanatory notes in Nihon-shoki, emphasizing that while Nihon-shoki 
provides a history in which Nihon is considered as an “empire”, the explanatory notes of the 
book describe Nihon as a bankoku (barbarian country).

Key Words：�Nihon-Shoki, “Issyo” in “Jindai-ki”, “explanatory notes”,
　　　　　　Takamitsu Kounoshi, “an empire / a bankoku (barbarian countries)”. 


